
 

 

 

 

 

万寿小学校学校便り NO.37 

 
R8年 3月 13日（金） 

 

万寿サポ主催 万寿小ピカピカ大作戦が行われました。 

 ３月７日（土）９：００より、１年間お世話になった万寿小学校の校舎を有志の方７０名を越える

方々（大人３１名、子ども４０名）で各教室のガラス窓など普段なかなか手が届きにくい場所まで、

ていねいに時間をかけて大掃除をしてくださいました。おかげでとてもきれいで気持ちの良い教室に

なりました。参加をしてくださった皆様ありがとうございました。 

 

 
◎３月９日（月）放送朝礼 

３月９日（月）の放送朝礼で、「あたりまえのことに感謝する心を」という話をしました。 

東日本大震災が起きて１５年が経ちました。万寿小学校の子どもたちは、まだ生まれる前の話ですの

で、現実に起こったことについて、ピンとこないかもしれません。あの日を境に、被災した方の多く

の人のあたり前の毎日が大きく変わりました。この震災から、私たちは大切なことを学びました。 

一つ目は、あたりまえの毎日がとても大切だということ。二つ目は、人は助け合って生きていると

いうこと。三つめは命の大切さ。９日の朝礼では、「あたりまえを感謝できる人に」という話を中心

に伝えました。こうした機会を設けて、また子どもたちに大切なことを伝えていきたいと思っていま

す。 

◎卒業式まであと 1週間となりました。 

１２日（木）には予行練習もありました。日を追うごとに練習に向かう姿勢が変わってきました。 

後は、体調を崩すことがないようしっかりと睡眠をとって、元気にその日を迎えて欲しいです。 

 
 

  

 

 

 

皆様のご協力による集めた「ベルマーク」で、今回、

車いすを購入することができました。ますサポの皆様、

保護者の皆様、大変お世話になりありがとうございまし

た。 

 


